
自立した職業人を目
指し、職業知識と実
務能力を身につける

意欲のある人。

現代生活において、
自由で主体的に生き
るための豊かな知識
と教養を身につける

意欲のある人。

国際化する社会で自
己を豊かに表現し地
域と積極的に関わる

意欲のある人。

生活創造と就業に
必要な基礎的知識・
技能を修得する。

広い視野と社会人と
しての教養を持ち、
自らの職業生活・
社会生活の在り方を

設計できる。

多様な人々と協働
するためのコミュ
ニケーション能力を
身に付け、北海道に

貢献できる。

教育目標・教育課程の仕組み08
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短期大学部　総合生活キャリア学科

取得を推奨する資格
●実践キャリア実務士　●図書館司書　●ビジネス実務士Ⓝ　●情報処理士Ⓝ　●上級秘書士Ⓝ　●上級秘書士Ⓝ（メディカル秘書）　 
●日本漢字能力検定　●日商PC検定　●秘書技能検定　●調剤薬局事務 ●医療事務　●登録販売者　●実用英語技能検定 　●TOEIC　
●簿記検定（日商・全経）　●日商リテールマーケティング（販売士）検定　●色彩検定　●ビジネス文書検定　●ファッション販売能力検定
●食生活アドバイザー　●ビジネス能力検定（ジョブパス）　●日本語検定

カリキュラムマップ（総合生活キャリア学科）

業界知識

生活文化

キャリア特別講義

課題解決演習Ⅱ

ボランティア
現代生活と福祉

現代生活と経済　女性と人生

職場のコミュニケーション
オフィス演習

Customer Service English

English Presentation

調理実習（応用）

ファッションビジネス
サービスの心理学
レシピ研究と実践

情報処理演習
TOEIC

健康・医学
メディアカル秘書実務
調剤コンピュータ演習

総合生活キャリア学科入学者受入方針

教
養
科
目

社
会
常
識

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

生活

PBL

現代社会

キャリア

スタディ
スキルズ

ビジネス実務

コミュニケーション

食と生活

専門科目

資格科目

現代生活論

キャリア形成

インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

北海道論
世界の中の日本

学びの技法
日本語基礎表現法

プレゼンテーション基礎
コンピュータリテラシー

Basic English

ベーシックスキルズ
オフィス実務Ⅰ
ビジネス文書

Basic Conversation
韓国語（初級）

健康とスポーツⅠ

簿記入門
カラーデザイン

医療事務特別演習

1年春学期

食生活論　住生活論
消費生活論

インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
国際フィールドワーク
国内フィールドワーク

オフィス概論
社会保障

基本演習
日本語応用表現法

プレゼンテーション応用

コンピュータ統計
オフィス実務Ⅱ

Conversation
Food & English
韓国語（中級）

マーケティング
生活と銀行

エアラインサービス演習
ブライダル実務
食品と栄養

情報処理　秘書演習
簿記演習　英語検定Ⅰ

医療事務

健康とスポーツⅡ

キャリア基礎演習

1年秋学期

衣生活論

キャリア演習

課題解決演習Ⅰ

ビジネス実務総論
カレントトピックス
哲学　異文化生活

ビジネス実務

調理実習（基本）

Office English
Travel English

ビジネスマネジメント
ブライダル演習

北海道のフードビジネス

情報特別演習
色彩演習　英語検定Ⅱ

医薬・販売
登録販売者演習

2年春学期 2年秋学期 学位授与方針

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
学位:短期大学士(総合生活)
総合生活キャリア学科は自立した職業人を養成する
ため、現代生活を主体的に創造する知識と技術を身
に付けるとともに、自ら課題を見つけ解決する、多様
な場で活躍できる実務能力を持った人材を育成する
ことを目的としており、所定の期間在学し、学科の教
育理念、教育目標に沿って設定した授業科目を履修
して、所定の単位数を修得し、卒業までに下記に示す
姿勢や能力を身に付けた学生に卒業を認定し、学位
規則に従い短期大学士の学位を授与する。
①生活創造と就業に必要な基礎的知識、技能および
それを基にした専門知識、技能を修得した学生

②広い視野と社会人としての教養を持ち、自らの職
業生活・社会生活のあり方を設計できる学生

③多様な人々と協働するためのコミュニケーション
能力および課題を発見し解決する能力を身に付け
北海道に貢献できる学生

教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー)
総合生活キャリア学科は、自立した職業人を養成するため、現代生活を主体的に創
造する知識と技術を身に付けるとともに、自ら課題を見つけ解決する、多様な場で活
躍できる実務能力を持った人材を育成しており、学生が卒業までにこの目的を達成
するための教育課程を下記に示す教育課程編成・実施の方針に基づき設定する。
①高大接続の観点から、短大教育への円滑な移行を促すため、初年次教育の充実
を図る。

②建学の礎(自由・自立・自省の精神)による人間形成を重んじ、学科の教育目的に応
じて自主、自律、協同の精神修得のための科目を設定する。

③質保証の基礎固めのため学科スタンダードを設定し、1年次の早期に、必修教養
科目で基礎知識や技能を身につける。

④学科教育の2本柱を明確化するため４セメスターにわたり、生活・キャリア科目を
配置し、教養教育の中心軸とする。

⑤体験を通して学習させるアクティブラーニング（フィールドワーク、インターンシップ、
教室内PBL、課題解決演習等）を通して、生活とキャリアについて学習する。記憶して
覚える学習ではなく、体験と経験を通して気づき、定着する深い学びを設定する。

⑥教養科目群に３つのコースユニットを設定し、コースの学びの方向性を意識する。
コースの特色を明確にし、多様な学びの中に一つ芯を通す。

⑦成績評価の公正さと透明性を確保するため、シラバスに記載する成績評価基準・方
法等および学則、規程等に定める所定単位修得により学修成果を評価し、その客観
性を担保するため、複層的な積み上げによる多面的・総合的な成績評価を実施する。

　学修成果を評価し、その客観性を担保するため、複層的な積み上げによる多面的・
総合的な成績評価を実施する。




